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平
成
24
年
３
月
定
例
議
会
は
、
２
月
27
日

開
会
し
３
月
23
日
閉
会
ま
で
の
26
日
間
を
会

期
と
し
た
。

　

新
年
度
の
予
算
は
、
市
長
・
市
議
会
議
員

選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
経
常
的
・

継
続
的
事
業
を
中
心
と
し
た
『
骨
格
型
』
の

予
算
編
成
と
な
っ
て
い
る
。

  

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
３
０
６
億
３
０ 

０
０
万
円
で
前
年
度
比
２
％
の
減
額
で
賛
成

多
数
で
可
決
し
、
そ
の
う
ち
集
落
支
援
事
業

の
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
設
置
に
係
る
予
算
に
つ

い
て
、
議
員
提
案
に
よ
る
修
正
の
減
額
案
を

賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

　

審
査
と
し
て
、
平
成
24
年
度
一
般
会
計
予

算
及
び
平
成
23
年
度
補
正
予
算
な
ど
の
議
案

59
件
と
議
員
提
案
４
件
の
上
程
が
あ
り
、
本

会
議
、
各
常
任
委
員
会
、
予
算
特
別
委
員
会

で
審
査
し
、
条
例
案
30
件
、
予
算
案
29
件
、

そ
の
他
４
件
を
可
決
、
同
意
し
た
。

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算
案
の
う
ち
、

以
下
の
事
業
に
つ
い
て
、
修
正
案
を
提
出
し

可
決
し
た
。

　

集
落
支
援
事
業
の
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

に
つ
い
て
、
予
算
連
合
審
査
を
踏
ま
え
、
サ

ポ
ー
タ
ー
の
役
割
や
支
援
の
あ
り
方
な
ど
昨

年
か
ら
行
っ
て
い
る
モ
デ
ル
事
業
の
十
分
な

検
証
を
求
め
、
６
地
域
か
ら
現
行
の
２
地
域

で
の
予
算
に
減
額
し
、
減
額
分
を
予
備
費
に

計
上
す
る
修
正
を
し
た
。

市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
を
控
え
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 『
骨
格
型
』予
算

平
成
24
年
度
予
算
案
を
一
部
修
正
し
可
決

………………………………………………………………………………………………

一般会計 306億 3000万円
23年度　312 億 6500万円〈対前年度比2.0％減〉

◆特別会計（国保特別会計など13会計）　193億 4370万円（対前年比3.4％増）

◆企業会計（病院事業・水道事業会計）　　  86億 9050万円（対前年比7.6％増）

地域サポーターの事例報告の様子

◎グラフで見る予算　一般会計当初予算総額

歳 入

自主財源
（24.8%）

依存財源
（75.2%）

市税
48.7億円 
（15.9%）

国庫支出金
25.2億円 
（8.3%）

市債 
37.3億円
（12.2%）

地方交付税
 139.5億円
（45.6%）

市税
48.7億円 
（15.9%）

繰入金
10.4億円
 （3.4%）

使用料及び手数料 
5.7億円 
（1.9%）

分担金及び負担金
 5.0億円
 （1.6%）
その他

6.0億円（2.0%）

その他
11.1億円
（3.5%）

自主財源
（24.8%）

依存財源
（75.2%）

府支出金
17.0億円
（5.6%）国庫支出金

25.2億円 
（8.3%）

市債 
37.3億円
（12.2%）

地方交付税
 139.5億円
（45.6%）

歳 出
義務的経費
（50.1%）

投資的
（9.0%）

任意的経費
（40.9%）

義務的経費
（50.1%）

投資的
（9.0%）

任意的経費
（40.9%）

扶助費
42.1億円 
（13.7%）

人件費
56.8億円 
（18.6%）

公債費
54.4億円 
（17.8%）

その他
16.1億円
（5.3%）

補助費等
25.4億円
（8.3%）

繰出金
35.8億円 
（11.7%）

扶助費
42.1億円 
（13.7%）

人件費
56.8億円 
（18.6%）

公債費
54.4億円 
（17.8%）

その他
16.1億円
（5.3%）

補助費等
25.4億円
（8.3%）

繰出金
35.8億円 
（11.7%）

◆当初予算

…………………………………………………………………………

３
月
定
例
会

予
算
修
正
案
可
決
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第1次京丹後市総合計画・後期基本計画に掲げる将来像
「ひと  みず  みどり  歴史と文化が織りなす交流のまち」実現に向け、引き続き事務事業を実施

Ⅰ交流経済都市（にぎわい創出プロジェクト構想）
①地域雇用環境整備特別対策事業 ………………………………………………………………………………………………8830 万円
　現下の雇用失業情勢にかんがみ、京都府緊急雇用対策事業費を活用し、非正規労働者・中高年齢者等に対して、短期の雇用・就業
機会を創出・提供する事業
②「くらし」と「しごと」の寄り添い支援センター …………………………………………………………………………2240 万円
　現行の支援制度を受けられない方を対象に、自立できるよう包括的・継続的に支援するため設置
③新規就農総合支援事業補助金 ……………………………………………………………………………………………………300 万円
④猟銃購入費補助金 ……………………………………………………………………………………………………………………70 万円
⑤「山陰海岸ジオパーク」を生かした観光推進 ………………………………………………………………………………1070 万円
⑥工業用地造成事業特別会計繰出金 ………………………………………………………………………………………１億 9580 万円

Ⅱ 環境循環都市（環境先進都市推進プロジェクト構想）
①新火葬場建設の設計 ……………………………………………………………………………………………………………3120 万円

Ⅲ 健やか安心都市（安心ネットワーク形成プロジェクト構想）
①子宮頸がん等予防接種費用の給付 ……………………………………………………………………………………………7260 万円
　子宮頸がん予防ワクチン・ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン接種の助成
②子ども医療給付 ………………………………………………………………………………………………………………1 億 4080 万円
③生活保護面接相談員・受給者支援員等設置経費 ……………………………………………………………………………480 万円
④身体・知的障害者相談員の設置 ……………………………………………………………………………………………………60 万円
⑤病院事業会計繰出金 …………………………………………………………………………………………………………8 億 4300 万円

Ⅳ 生涯学習都市（学びのミュージアム推進プロジェクト構想）
①放課後児童健全育成事業 ……………………………………………………………………………………………………1 億 1670 万円
②子どものための手当 …………………………………………………………………………………………………………9 億 8840 万円
③スクールサポーターの設置 ( 幼稚園・小学校・中学校 )……………………………………………………………1 億 140 万円
④久美浜中学校の増改築 ………………………………………………………………………………………………………2 億 8550 万円

Ⅴ パートナーシップ都市（パートナーシップ推進プロジェクト構想）
①市民力活性化推進プロジェクト事業補助金 …………………………………………………………………………………650 万円
②犯罪被害者等の支援 …………………………………………………………………………………………………………………40 万円
③地域振興交付金 ………………………………………………………………………………………………………………1 億 2440 万円
④地域振興基金積立金……………………………………………………………………………………………………………………5 億円

Ⅵ うるおい安全都市（快適・安全・交流都市形成プロジェクト構想） 
①水洗化推進支援事業補助金 ……………………………………………………………………………………………………1500 万円
②東日本大震災災害支援活動補助金 ………………………………………………………………………………………………300 万円
③公共下水道事業特別会計繰出金 ……………………………………………………………………………………………………８億円
④社会資本整備総合交付金事業 ……………………………………………………………………………………………2 億 7820 万円

Ⅶ 計画推進のために
①合併特例措置逓減対策準備基金積立金  …………………………………………………………………………………………5 億円

◆当初予算

総合計画との整合性を図った予算編成と主な事業総合計画との整合性を図った予算編成と主な事業



◎市民1人が納める市税
　  　   　 　　　（法人住民税含む）の額

平成24年度予算 約8万円約8万円

◎市民1人あたりの借金（市債）の額
平成24年度末見込

約68万8000円約68万8000円
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（億円）

（億円）

市税の推移

市債（借金）の推移 ※一般会計

58.5

20年度決算

415.0 418.4 419.1 425.8 414.5

20年度末 21年度末 22年度末 23年度末見込 24年度末見込

◎市民1人あたりの貯金（基金）の額
平成24年度末見込

約9万5000円約9万5000円

0

10

20

30

40

50

60

（億円） 基金（貯金）の推移 ※一般会計

33.5 40.5 52.2 57.1 57.4

20年度末 21年度末 22年度末 23年度末見込 24年度末見込

21年度決算 22年度決算 23年度予算 24年度予算

58.5 55.7 53.1 48.7

　

京
丹
後
市
の
経
済
が
疲
弊
す
る
中
、
市
民

の
生
活
や
営
業
が
苦
し
く
な
っ
て
い
る
。
経

済
の
柱
で
あ
る
商
工
業
振
興
で
は
、
職
業
能

力
向
上
支
援
事
業
や
商
工
会
助
成
事
業
等
の

一
律
補
助
金
7
％
カ
ッ
ト
や
起
業
家
支
援
事

業
補
助
金
の
２
年
か
ら
1
年
へ
の
短
縮
は
大

き
な
問
題
で
あ
る
。
森
本
工
業
団
地
に
つ
い

て
、
完
成
後
1
年
半
経
過
し
て
も
企
業
誘
致

が
で
き
ず
展
望
が
ひ
ら
け

て
い
な
い
。
工
業
用
地
造

成
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

は
、
1
億
９
５
０
０
万
円
と

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
骨
格
予
算
と
は
い
っ
て

も
、
仕
事
起
こ
し
や
不
況
対
策
は
緊
急
課
題

で
あ
り
、
要
望
の
強
い
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
な
ど
積
極
的
な
予
算
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
く
ら
し
と
し
ご
と
の
寄
り
添
い
支
援

事
業
は
、
国
の
支
援
が
な
く
な
る
が
、
今
後

ど
う
な
る
の
か
。
地
域
経
済
と
市
民
の
暮
ら

し
を
守
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
に
答
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

■
決
議
内
容

　

東
日
本
大
震
災
災
害
支
援
活
動

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る

と
と
も
に
、
活
動
費
の
補
助
対
象

に
関
し
て
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

の
観
点
か
ら
一
定
整
理
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

今
後
の
災
害
等
支
援
活
動
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
行
政
が
主
体
と

な
っ
て
広
く
市
民
に
呼
び
か
け
た

活
動
を
行
う
よ
う
、
新
体
制
で
改

め
て
検
討
す
る
こ
と
を
求
め
る

討
論

企業誘致が待たれる森本工業団地

一般会計予算に関する付帯決議　可決

※上記の市税、市債、基金における市民一人あたりの額につい
ては、平成 24年あたりの額については、平成 24年 3月末現在の
人口により見込みとして算出。

一
般
会
計

◆当初予算

2012.5 �



～ 予算を３つの分科会で審査 ～

人員確保、再編が望まれる消防団

●蒲井・旭地域振興計画に関し、事業の進捗管理はしてい

　るが総括は出来ていないということであり総括が必要。

●「ＦＭたんご」について、聴取可能世帯が 70％であるが、

　できる限り多くの世帯で聞けるように検討すべき。

●ブロードバンドネットワーク運営事業で、加入率の向上

　による収支の均衡は評価するが、一層の努力も必要。

●地域サポーターは、2 ヶ所での試行を全市に拡大する提

　案であるが、業務範囲が不明確であり、1 年で成果が検

　証できたとはいえず時期尚早である。

●東日本大震災支援活動の補助金は、東日本に限定せず他

　の被災地、災害以外への支援活動にも適用すべき。

分科会の主な意見

総務分科会

地域サポーター事業の拡充は時期尚早

ケーブルテレビの番組について検討は

消 防 団 の 再 編 へ の 取 り 組 み は

ケーブルテレビのさらなる充実を

集落支援事業「地域サポーター」の
拡大について

消防団の再編、自主防災組織についてケーブルテレビの自主放送について

◆予算審査分科会

2012.5�

サポーター2名でのモデル事業が今回4名の増員
であるが、現状で業務の範囲・基準も不明確であ
り、1年経過で成果、効果の検証ができるのか。

1年で成果が出るものではないが、サポーターの

活動を見て、区長会も本事業が重要と認識され、

モデル地域以外の４つのまちもそれぞれの課題

がある中で、スタートしようということである。

問 

答

消防団の再編、自主防災組織との連携について今

後の見通しは。

団員の確保、自主防災組織の関係等、分団それぞ

れに再編が難しい部分もあるが、消防団の意見も

聞き25年度に方針をつくり、26年度から進めて

いきたい。地域の理解も必要である。

問 

答

自主番組について、今後どのようにしようと考え

ているのか。

委託費の増額により、番組本数を増やす。地元ス

タッフのスタジオ常駐化で体制を強化して、放送

までの期間を短縮する。また、わかりやすい行政

情報、イベント等の情報提供に字幕放送の活用に

取り組む。

問 

答
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学校再配置の中で閉校となった三津小学校

●健康大長寿の里づくり全国大会で有名人を呼ぶのもいい

　が、高齢者の活動を紹介する等検討が必要である。

●障害者の支援は、制度をわかりやすく知らせる仕組みづ

　くりが大事である。

●健康づくり推進員は区長推薦であり、報酬の一方的な減

　額は、京丹後市のまちづくりの大原則に反している。

●放課後児童クラブの施設は、耐震化の取り組みがされて

　いない。早く耐震診断、耐震化を進めるべき。

●くらしとしごとの寄り添い支援センターは、国の制度が

　24 年度で終了するが、継続を求めるべき。

●小中一貫教育推進事業では、メリットとデメリットを明

　確に示すべき。

分科会の主な意見

文教厚生分科会

島津勤労者とこどものセンターを
　　　　　　 島津保育所代替施設に

教育委員会は体制を見直し、
　　　　　　　 指導主事２名を減員

　　久美浜病院は院内保育所を整備し、
　　　　　　　　　　　 定員を増員

島津保育所代替施設となる勤労者とこどものセンター

就学前教育の充実へ

久美浜病院　患者搬送車購入
院内保育所移設整備等に1億5680万円

島津保育所代替施設を区事務所と共同利
用

◆予算審査分科会

指導主事を 2 名減員し、非常勤職員 1 人増とは。

指導主事は週 4 日、学校現場へ専門的な指導を

行っている。今回の人事は、小中一貫教育を進

める事や学校再配置事業が始動したことから、

体制の見直しを図った。また、幼保一元化の取

り組みや就学前の充実を図るためである。

問 

答

久美浜保健センターを病院が使用するのはなぜ
か。

研修医、スタッフが増え、会議室や駐車場などが

不足していた。社会福祉協議会は市民局に移動し

ており、4月から会議室、院内保育所など有効に

活用したい。現在の院内保育所の定員は10名だ

が、20名まで増員する予定である。

問 

答

勤労者と子どものセンターの利用方法は。

保育所は、2階部分と1階の調理室を使用し、1階

の事務室、会議室等は共同で利用する。保育所職

員室は2階に設ける。利用予定期間は5月から9月

初旬を予定している。また、保育所の代替施設と

して改造して利用することから、利用期間終了後

に現状に復旧する。

問 

答
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市道を補修するパトロール作業員

●地域農業マスタープランは、新規就農も含めて持続可能

　な農業の推進に大きな可能性を秘めている。

●地域農業マスタープランは、家族経営農家を廃業に追い

　込む施策である。

●道路パトロールは評価するが、道路補修はガスバーナー

　を使わないと持ちが悪い。有資格者の配置と道路補修の

　専門車両の配備も必要。

●ジオパーク推進事業は、それぞれのジオスポットに対応

　した散策コースを整備する必要がある。また、体験して

　もらうことが重要で、具体性のあるものに対しては民間

　のノウハウを積極的に活用すべき。

分科会の主な意見

産業建設分科会

人・農地プラン（地域農業マスター
　　　　　　　　　  プラン）始まる

山陰海岸ジオパークをどういかし
　　　　　　　　　推進していくのか

市道の管理体制は維持できるのか

ジオパーク認定による効果は

地域農業の将来像は

山陰海岸ジオパークの認定による効果は市道の維持管理体制の強化を

◆予算審査分科会

農地集積総合対策事業の「地域農業マスタープ
ラン」の内容は。

集落等における、地域農業の将来像としての農業

経営体や農地の集積計画等を定める「人・農地プ

ラン（地域農業マスタープラン）」を作成する。農

業を完全にやめる人に経営転換協力金が交付さ

れる。

問 

答

市道の道路パトール作業員が６人から４人に減  
員されたが安全確保に支障はないのか。

２人はもともと工業団地関係であったため、支障

はない。23年度までは国の雇用対策事業で実施

してきたが、24年度は市の単独費で計上した。

問 

答

山陰海岸ジオパーク認定の周知はできているの

か。

ジオパーク事業全体の予算は増額になっている。 

市民、観光業者への周知が不足している。

　24年度は、散策ルートや案内看板、ＤＶＤの制

作、新商品の開発に取り組む。

問 

答



丹
政
会

◎
松
尾
　
信
介

　
足
達
　
昌
久

　
岡
田
　
　
修

　
志
水
　
一
洋

　
中
西
　
定
征

　
三
崎
　
政
直

　
森
口
　
　
亨

清
風
ク
ラ
ブ

◎
吉
岡
　
和
信

　
谷
口
　
雅
昭

　
中
村
　
　
雅

　
松
本
　
経
一

　
行
待
　
　
実

会
派
の
構
成 

（
◎
は
会
派
代
表
者
）

会会
派派
ははええ

るる

考考
平成24年度予算などについての各会派の姿勢です

日
本
共
産
党

◎
森
　
　
　
勝

　
田
中
　
邦
生

　
平
林
智
江
美

　
松
田
　
成
溪

公
明
党

◎
松
本
　
聖
司

　
由
良
　
尚
子

政
和
会

◎
大
下
倉
禎
介

　
川
村
　
博
茂

丹  政  会 ［行政の守備範囲を示し、真の市民協働を］

　世界的な金融不安、全国的な景気低迷が続くなか、

本市の経済・雇用と市民生活は依然として厳しい状

況にあります。同時に、市町村合併の特例措置の終

了が迫るなか、財政の健全化が急がれます。

　このような現状で編成される本市の新年度予算は、

市長選挙を控えた『骨格予算』であり、経常経費や継

続事業を中心に編成され、政策的な予算については、

新しい市長のもとで編成されます。

　今回の予算審査では、地域サポーター事業やボラ

ンティア支援事業など“行政支援のあり方”が問われ、

行政の手厚すぎる支援は地域の活性化を遅らせる

懸念があることから、他会派と協調して昨年同様に

予算を修正しました。

　「丹政会」は、信頼と融和を基本とした市民に開か

れた議会活動により、市民生活の向上と市政の活性

化を図るとともに、議員相互の連携・協調と研鑽を

重視し、広く市民の声を市政に反映するため活動を

続けてきました。

　議員の任期も満了を迎え、次回から新しい議会構

成となりますが、新市長・新議会が信頼と緊張感の

もと、市政の両輪としてまちづくりを進めて頂くこ

とを切望します。

　本市の経済状況は、東日本大震災・円高、さらには

長引くデフレにより依然として厳しい状況が続い

ている。　

　本年は、４月に市長・議員の同日選挙が予定され

ているため、平成24年度の一般会計予算は、義務的

予算及び継続的事業を中心とした「骨格型」となっ

ている、予算の性格上は止むを得ないものと考える。

　一方で、社会資本整備や均等ある地域振興を目的

とした地域振興基金に、また、持続可能な財政運営

を目指すため「合併特例措置逓減対策準備基金」に

５億円を積立てており、306億3000万円の予算規模

となっている。中身を精査すれば保育所や学校施設

の耐震化、学校再配置計画の本格的実施に向けた施

設整備へ重点的に配分されている。子供たちの安心・

安全を最優先にした予算措置がとられている事は

高く評価をする。

　近い将来の交付税の減少を見越し歳出抑制への

取組が全庁的に要請されている。

　人件費や物件費等の削減など財政改革の意識を

停滞させてはならない。合併特例措置終了後を見据

えた行政運営を求めるものである。

清風クラブ［安心・安全への取組は評価する］

◆会派の意見

2012.5 �



公 明 党 ［平成32年度問題を議論し、京丹後の未来像を］

日本共産党［今こそ、くらしと福祉・経済の再生を］

政　和　会［心配される合併特例終了後の財政状況］

　地域経済は疲弊し、1人あたりの市民所得は１８

７万円、府下平均の３分の２と最低水準です。住民

から、「消費税増税10％では、商売が出来ない」「周辺

部が寂れて、元気なのはイノシシやサルだけ」「仕事

が無く、若いもんに帰ってこいと言えない」と、くら

しの叫びが寄せられ、お年寄に「生きることより死

んだ方が楽になる」こんなことを言わせる政治の転

換が求められます。

　住民の苦難解決に京丹後市がどう向き合ってい

るのかが問題です。相次いで公共料金を引き上げ、

市民局の縮小で周辺部を衰退させるなど格差と貧

困を広げてきました。

　その一方で、森本工業団地の造成に26億円を使い、

企業誘致できずに借金と利息が大きな負担になっ

ています。

　昨年の12月議会では、「大幅な値上げをしないで

ほしい」という市民の声と運動が、議会を動かし値

上げストップを実現しました。道理ある要求こそ政

治を動かす力です。この方向にこそ京丹後市の未来

と展望があります。

　党議員団は、住民のくらしに立ち位置をシッカリ

と置き、声を届け市政をチェック、くらしと福祉・経

済再生のために力をつくします。

　平成24年度の一般会計予算は、市長選挙があるこ

とによる骨格予算であり、一部修正や決議があった

ものの財政的に大きな問題ではない。新たに選ばれ

た市長により、6月定例議会で提出される条例や補

正予算のなかで中長期的な政策議論を深めていき

たい。

　合併による財政メリットは地域振興や社会資本

等の整備の財源確保するための合併特例債と基準

財政需要額の合併算定替の期間延長である。

　合併特例債は、限度額約356億円のうち約104億

円を使っているが、期限の26年度までに何にどこま

で利用するのかが明確になっていない。なお、防災

計画の変更などによる施設整備計画の見直しによ

り5年間延長が閣議決定されている。

　普通交付税は、平成23年度で約130億円であるが

一本算定で見ると約99億円。現在の試算では平成

32年度には、約31億円の減少が見込まれるところ

である。

　よって、平成32年度に向けて、社会資本の整備、住

民サービスの費用対効果等を全市民的に考える時

期にきているし、そのことなくしては、持続可能な

まちづくりも地域の発展も無いと考えている。

　平成24年度の一般会計当初予算は、市長が改選期

を迎えることから、政策的な施策を控えた骨格型の

予算になった。

　本年度予算は、306億3000万円で前年度より6億

3500万円の減である。骨格型予算でも300億円を切

ることができなかった。

　平成26年度までは、合併算定替により交付税の額

が保証されているが、それ以後５年間で段階的に縮

減される。　

　市の建設計画に基づく事業や、基金の積み立てで

借入を起こした場合、合併特例債が使えなくなるこ

とから、今後の行財政運営は、危機感を持って事業

の見直しを進め、歳出削減に取り組まなければなら

ない。保育内容の充実は図られてきているものの、

合併以来8年間で、人口は6千人も減少している状況

である。人口流出を食い止めるための経済振興策や、

少子化対策に惜しみなく投資し、市民にとって効果

の薄い事業は、縮減や廃止も決断していく強い姿勢

が求められる。税や公共料金の値上げが目立つが、

そこに行き着くまでの市側の努力姿勢が、市民には

見えないのが残念である。

◆会派の意見

2012.5�
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◆補正予算

　
　

除
雪
対
策
費
用
は
、
今

ま
で
い
く
ら
使
い
、
昨
年
比

で
は
ど
う
か
。

　
　

委
託
料
は
２
７
０
０
万

円
で
昨
年
並
み
で
あ
る
。

　

出
動
日
数
は
８
日
で
、
途

中
か
ら
排
雪
作
業
も
行
っ
て

い
る
。

 

　
　

市
の
制
度
と
社
協
の
制

度
が
あ
り
、
利
用
す
る
上
で

混
乱
が
起
き
て
い
る
。

　
　

昨
年
の
事
業
と
内
容
が

変
わ
り
、
調
整
が
不
十
分
で

あ
っ
た
。
来
年
は
調
整
し
て

い
く
。

 　
　

区
長
へ
の
通
知
の
遅
れ

や
制
度
が
わ
か
り
に
く
く
、

補
助
対
象
と
な
る
人
の
情
報

が
な
い
中
で
区
長
は
対
応
に

苦
慮
さ
れ
て
い
る
。

　
　

65
才
以
上
の
世
帯
と
し

て
本
人
申
請
を
基
本
に
し
て

い
る
。
実
際
の
運
用
で
支
障

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

わ
か
り
や
す
く
使
い
や
す

い
制
度
へ
改
善
し
て
い
く
。

  　

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
被
害

状
況
と
復
旧
へ
の
補
助
要
件

は
。

  　

補
助
要
件
は
、
全
壊
、

大
破
、
中
破
が
対
象
に
な
る
。

81
棟
の
被
害
報
告
が
あ
り
、

そ
の
内
ビ
ニ
ー
ル
が
破
れ
た

43
棟
は
、
小
破
で
補
助
対
象

に
な
ら
な
い
。

　
　

茶
、
果
樹
の
雪
害
は
ど

う
か
。

　
　

茶
に
つ
い
て
は
、
昨
年

と
同
程
度
の
予
算
と
し
て
い

る
。

　

果
樹
で
は
、
梨
が
２
・
４

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
大
被
害
が
出

て
お
り
、
対
応
を
協
議
し
て

い
る
。

 　

 

Ｋ
Ｔ
Ｒ
の
あ
り
方
検
討

会
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
　

各
検
討
チ
ー
ム
で
利
用

促
進
を
拡
大
し
て
い
く
方

向
で
検
討
を
す
す
め
て
い

る
。
経
営
や
配
分
を
ど
う
す

る
の
か
に
つ
い
て
は
、
24
年

度
に
入
っ
て
か
ら
検
討
し
て

い
く
。
車
両
の
冷
暖
房
の
整

備
な
ど
が
予
算
化
さ
れ
て
い

る
。

  　

い
つ
ま
で
に
整
備
を
終

え
る
の
か
。
２
台
目
の
戸
別

受
信
機
を
付
け
る
場
合
の
負

担
金
は
ど
う
か
。

  　

丹
後
町
の
ア
ナ
ロ
グ
の

設
備
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
事

業
で
整
備
完
了
は
、
25
年
３

月
。
受
信
機
は
こ
れ
ま
で
と

同
額
で
あ
る
。

　　

大
宮
第
二
小
学
校
校
舎
、

大
宮
第
三
小
学
校
体
育
館
、

吉
野
小
学
校
体
育
館
、
田
村

小
学
校
体
育
館
の
耐
震
化
工

事
の
管
理
業
務
委
託
料
と
工

事
請
負
費
。

　

昨
年
に
続
く
大
雪
に
伴
い
、除
雪
費
に
２
億
４
２
９
０
万
円
追
加
し
、雪
下

ろ
し
等
緊
急
支
援
補
助
金
３
０
０
万
円
、
雪
害
支
援
緊
急
対
策
支
援
事
業
補

助
金
３
１
６
０
万
円
。

問答

問答

昨年に続く大雪、市民生活に影響

問答

問答問答

問答問答

耐震工事予定の大宮第二小学校

9億3310万円を追加平成23年度
一般会計補正 〔全員賛成で可決〕
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◆条　　例

　

犯
罪
被
害
に
遭
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
様
々

な
支
援
が
必
要
と
な
る
犯
罪
被
害
者
等
の

支
援
に
関
し
て
、
市
及
び
市
民
等
の
責
務

や
、
そ
の
支
援
の
た
め
の
施
策
の
基
本
と

な
る
事
項
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
条
例

の
制
定

　

具
体
的
な
支
援
策

・
相
談
窓
口
と
庁
内
会
議
を
設
置

・
見
舞
金
の
支
給
（
遺
族
見
舞
金
30
万
円
、 

　

傷
害
見
舞
金
10
万
円
）

・
市
有
の
住
居
の
提
供

　
　

こ
の
条
例
を
制
定
す
る
必
要
性
は
ど

う
か
。

　
　

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
基

づ
い
て
、
そ
の
具
体
策
と
し
て
条
例
の
制

定
が
必
要
で
あ
る
。

　
　

住
宅
の
提
供
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

市
所
有
の
住
宅
で
の
対
応
を
考
え
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

　

介
護
保
険
事
業
（
平
成
24
年
度
～
平
成

26
年
度
）
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め

に
基
準
額
で
み
る
と
20
・
３
％
の
値
上
げ
。

　

反
対
討
論

・
保
険
あ
っ
て
介
護
な
し
と
言
わ
れ
て
き
て

　

い
る
中
で
値
上
げ
さ
れ
る
。

・
年
金
か
ら
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
る
の
で

　

生
活
に
直
接
響
い
て
く
る
。

・
こ
の
制
度
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
国
の
負

　

担
部
分
の
増
額
を
求
め
る
べ
き
。

・
市
民
へ
の
大
幅
な
負
担
増
と
な
る
。

 　

賛
成
討
論

・
介
護
施
設
整
備
は
、
府
内
で
も
ト
ッ
プ
ク

　

ラ
ス
で
あ
る
。

・
施
設
整
備
の
健
全
な
維
持
と
充
実
、
サ
ー

　

ビ
ス
内
容
を
維
持
す
る
た
め
に
も
値
上

　

げ
は
仕
方
な
い
。

・
値
上
げ
後
で
も
府
下
で
２
番
目
の
低
さ
で

　

あ
り
、
基
金
の
取
り
崩
し
を
は
じ
め
保

　

険
料
の
抑
制
策
を
評
価
す
る
。

　
　
　
　
　
　

  

【
賛
成
17
反
対
４
で
可
決
】

　

来
期
の
議
員
報
酬

　

６
万
円
引
き
下
げ
を
提
案

　

市
の
厳
し
い
経
済
状
況
、
社
会
状
況
を

考
え
、
来
期
の
議
員
報
酬
を
６
万
円
引
き

下
げ
、
月
額
32
万
円
に
す
る
条
例
。

　

主
な
質
疑

　
　

議
員
報
酬
が
高
い
と
思
う
人
は
、
前

回
（
平
成
18
年
）
の
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

23
％
増
加
し
て
61
％
と
な
っ
て
い
る
が
。

　
　

市
内
の
経
済
状
況
が
一
層
厳
し
く

な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
　

来
期
の
議
員
報
酬
を
な
ぜ
今
決
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

　
　

議
員
は
、
市
民
の
代
弁
者
と
し
て
今

決
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

議
員
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
い
。

若
い
人
も
議
会
に
出
る
こ
と
が
で
き
、
生

活
の
で
き
る
報
酬
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

　
　

報
酬
で
あ
っ
て
、
生
活
給
で
は
な
い
。

 　

反
対
討
論

　

今
の
議
会
で
あ
れ
ば
、
市
民
に
対
し
て

仕
事
を
し
て
く
れ
る
か
ど
う
か
の
不
満
か

ら
、
報
酬
が
高
い
と
思
わ
れ
て
い
る
が
、

議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
も
っ
と
市
民
に
満

足
し
て
も
ら
う
議
会
に
な
る
か
ど
う
か
で

あ
る
。

　

条
例
と
し
て
の
議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、

報
酬
審
議
会
の
答
申
を
尊
重
す
べ
き
で

あ
っ
て
、
経
済
状
況
の
変
化
に
合
わ
せ
て

時
限
的
に
報
酬
カ
ッ
ト
で
対
応
す
る
こ
と

の
ほ
う
が
、
そ
の
時
々
の
状
況
に
マ
ッ
チ

す
る
。

　

賛
成
討
論

　

議
員
年
金
制
度
が
な
く
な
り
不
要
と

な
っ
た
年
金
掛
金
相
当
額
６
万
円
は
、
市

民
の
生
活
や
経
済
政
策
の
財
源
と
し
て
市

民
に
還
元
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。
市

民
の
61
％
の
人
が
、
議
員
報
酬
は
多
い
と

思
っ
て
い
る
、
市
民
の
声
は
無
視
で
き
な

い
。
議
員
自
ら
身
を
削
り
、
市
民
か
ら
信

頼
さ
れ
る
議
員
と
な
る
契
機
と
す
べ
き
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　

  

【
賛
成
８
反
対
11
で
否
決
】

　　

来
期
か
ら
、
委
員
長
手
当
と
し
て
月

５
０
０
０
円
を
支
給
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

問

答答 問

問答問答

問答

議場での審議の様子



議案に対する議員の賛否の状況
賛否の分かれた案件を記載しています。そのほかについては全員賛成で可決されました。

会派名

議員名

案 件

丹政会 清風クラブ 日本共産党 政和会 公明党 同志会

奥
野
　
重
治

吉
岡
　
豊
和

由
良
　
尚
子

松
本
　
聖
司

川
村
　
博
茂

平
林
智
江
美

森
　
　
　
勝

田
中
　
邦
生

松
田
　
成
溪

行
待
　
　
実

松
本
　
経
一

吉
岡
　
和
信

中
村
　
　
雅

谷
口
　
雅
昭

松
尾
　
信
介

足
達
　
昌
久

三
崎
　
政
直

岡
田
　
　
修

森
口
　
　
亨

中
西
　
定
征

志
水
　
一
洋

議
案
の
可
否

大
下
倉
禎
介

市長及び副市長の給与に関
する条例の一部改正

税条例の一部改正 

議会議員の議員報酬及び費
用弁償等に関する条例の一
部改正

平成23年度後期高齢者医
療事業特別会計補正予算（
第２号）

介護保険条例の一部改正

平成24年度一般会計
予算（修正案）

平成24年度後期高齢者医
療事業特別会計予算

平成24年度介護保険事業
特別会計予算

平成24年度工業用地造成
事業特別会計予算

久美浜町河梨区大カン谷開
発に関する陳情書

消費税率10％アップと社
会保障の切捨て中止を求め
る陳情

介護保険料負担軽減と介護
保険制度の充実を求める陳
情

平成24年度一般会計予算
に関する付帯決議

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

否

否

可

否

※○：賛成　×：反対　欠：欠席　退：退席　池田惠一議員は議長職のため表決権はありません。

修正
部分

修正
部分
以外

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ × × × × ○ ○ 欠 ○ ○ ○

× × × × × × 欠 × × × 欠 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 欠 × ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 欠 ○ × × × × ○ ○ 欠 ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ × × × × × × ○ ○ ×

× × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × ×

× × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × ×

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

辞 

職
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　掲載は質問順、内容は本人から提出された要約原稿です。また、ケーブルテレビ11チャンネルで
の放送や京丹後市ホームページの「京丹後市議会コーナー」で配信していますのでご覧ください。

市政を問う市政を問う市政を問う
～議会を傍聴しましょう！～～議会を傍聴しましょう！～

３月定例議会一般質問

一般質問を３月９日、12日の日程で行い、９人の議員が質問し、
市長や教育長に答弁を求めました。

京丹後市議会 検索

http://www.city.kyotango.lg.jp

◆市政を問う

　
　

兵
庫
県
の
中
国
道
と
播
但
道
→
八
鹿

は
25
年
に
開
通
。
八
鹿
→
豊
岡
南
は
30
年

度
以
内
に
開
通
予
定
。
福
井
県
小
浜
→
敦

賀
は
26
年
度
開
通
予
定
で
あ
る
。
近
隣
県

か
ら
み
る
と
、
自
動
車
道
が
な
い
京
丹
後

市
は
陸
の
孤
島
で
あ
る
。
自
動
車
道
整
備

は
遅
れ
て
い
る
が
。

　
　
　

近
隣
市
町
と
協
議
会
を
設
置
し
、

国
と
府
へ
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

原
発
集
中
の
福
井
県
に
近
い
本
市
は
、

原
発
に
対
す
る
安
全
防
災
対
策
が
必
要
。

そ
の
た
め
に
は
隣
接
県
、
市
町
と
連
携
、

自
動
車
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
重
要
で
あ
る
。

本
市
の
経
済
閉
塞
感
の
払
し
ょ
く
、
地
域

産
業
振
興
に
大
き
く
寄
与
す
る
、
市
民
の

長
年
の
夢
で
あ
る
、
森
本
→
豊
岡
の
自
動

車
道
完
成
に
最
大
限
努
力
す
る
べ
き
で
は
。

　
　
　

今
後
大
震
災
、
原
発
へ
の
安
心
安

全
対
策
も
含
め
て
要
望
を
行
う
。

　
　

丹
工
の
遊
休
地
活
用
と
し
て
、
府
と

市
に
対
し
て
工
場
誘
致
を
求
め
て
き
た
が
、

実
現
は
難
し
い
。
現
在
２
ヶ
所
の
遊
休
地

合
計
７
万
４
０
０
０
㎡
固
定
資
産
税
年
間

７
１
３
万
円
で
、
大
き
な
負
担
と
な
っ
て

い
る
。
固
定
資
産
税
軽
減
策
と
し
て
、
太

陽
光
発
電
施
設
等
の
活
用
に
つ
い
て
、
本

市
の
指
導
、
援
助
を
お
願
い
し
た
い
が
。

　
　
　

本
市
で
は
日
照
時
間
が
短
く
太
陽

光
発
電
は
難
し
い
と
聞
く
。
技
術
革
新
も

進
む
の
で
、
関
係
機
関
と
の
調
査
研
究
、

情
報
提
供
を
行
う
。

　
　

丹
後
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
特
Ａ
に
輝
き
、

京
都
Ｊ
Ａ
も
府
内
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
丹
後
産

コ
シ
ヒ
カ
リ
を
地
域
別
に
わ
け
て
販
売
す

る
と
聞
く
。
丹
後
コ
シ
ヒ
カ
リ
一
等
米
全

体
の
、
農
家
出
荷
価
格
ア
ッ
プ
の
た
め
に

は
品
質
、
数
量
の
供
給
体
制
の
確
立
が
必

要
。
こ
れ
に
即
戦
力
と
し
て
役
立
つ
色
彩

選
別
機
の
導
入
補
助
事
業
を
制
定
し
、
更

に
丹
後
コ
シ
ヒ
カ
リ
一
等
米
の
品
質
を
高

め
て
頂
き
た
い
が
。

　
　
　

国
、
府
と
連
携
し
実
施
し
た
い
。

最新鋭の色彩選別機

問市
長 

問市
長 

問

市
長 

問市
長 
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東
北
方
面
へ
の
市
場
開
拓
状
況
は
。

　
　
　

農
協
を
通
じ
て
、
東
京
市
場

２
１
３
㌧
（
売
り
上
げ
２
７
０
０
万
円
）

あ
る
。

　
　

流
通
の
場
と
人
為
的
配
置
が
あ
れ
ば

ス
ム
ー
ズ
に
拡
大
で
き
る
の
で
は
。

　
　
　

農
商
工
連
携
で
商
談
会
を
行
っ
て

い
る
、
一
定
確
保
の
ま
と
ま
り
が
必
要
と

の
要
望
も
あ
る
。
仕
組
み
作
り
を
考
え
、

出
荷
販
売
も
相
談
に
の
っ
て
い
き
た
い
。

認
知
度
も
上
げ
て
、
推
進
し
て
い
く
。
販

路
拡
大
の
た
め
輸
送
コ
ス
ト
も
軽
減
に
取

り
組
み
た
い
。　

　
　学

校
防
災
に
つ
い
て

　
　

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
た
ち
本
市

に
お
い
て
も
、
体
制
を
強
化
し
進
め
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
思
う
が
、
学
校
施
設
の

耐
震
化
の
状
況
は
。

　
　
　

今
年
度
末
で
計
画
の
80
％
。

　
　

学
校
ご
と
に
防
災
計
画
の
策
定
は
。

　
　
　

策
定
し
て
い
る
が
、
子
ど
も
た
ち

の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
だ
け
で
あ
る
。

　
　

大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
地
域
と

学
校
と
の
連
携
が
必
要
と
考
え
る
が
、
避

難
所
と
し
て
の
位
置
付
け
は
。

　
　
　

学
校
を
避
難
所
と
し
て
の
方
向
で

考
え
た
い
。

　
　

要
支
援
者
の
避
難
体
制
は
。

　
　
　

災
害
時
要
支
援
者
避
難
策
定
プ
ラ

ン
が
あ
り
、
市
・
自
治
区
・
消
防
団
の
役

割
が
あ
る
。

　
　

避
難
所
で
の
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
は
。

　
　
　

福
祉
避
難
所
、
保
育
所
、
学
校
等

35
ヶ
所
に
設
置
。
地
域
避
難
所
に
お
い
て

も
計
画
的
な
整
備
を
し
た
い
。

　
　

備
蓄
品
で
、
子
ど
も
、
老
人
、
女
性

用
品
等
の
物
品
が
な
い
が
。

　
　
　

必
要
な
物
と
し
て
考
え
る
。

　
　

防
災
委
員
に
25
人
中
、
女
性
１
人
だ

が
女
性
の
視
点
が
必
要
で
は
。

　
　
　

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
も
女
性
の

視
点
は
重
要
、
対
応
し
て
い
く
。

　
　

地
域
循
環
型
経
済
の
視
点
か
ら
、
①

旧
役
場
経
済
へ
大
き
く
依
存
し
て
き
た
周

辺
部
と
小
さ
い
集
落
が
取
り
残
さ
れ
、
地

域
間
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
。
周
辺
部
を

寂
れ
さ
せ
な
い
と
の
約
束
が
果
た
さ
れ
て

い
な
い
。
②
こ
の
ま
ま
で
は
、
森
本
工
業

団
地
が
塩
漬
け
に
な
る
。
市
長
は
、
当
初

か
ら
希
望
し
て
い
る
企
業
に
出
向
き
、
ト
ッ

プ
交
渉
で
決
着
す
べ
き
だ
。
ま
た
、
緊

急
景
気
対
策
と
し
て
20
万
円
の
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
実
施
で
、
下
水
道

接
続
工
事
を
含
め
て
広
く
仕
事
を
起
こ
す

こ
と
が
必
要
。

　
　
　

限
界
集
落
・
準
限
界
集
落
へ
水
と

み
ど
り
の
里
事
業
な
ど
を
行
っ
た
。
格
差

問
題
は
、
全
国
共
通
の
課
題
で
あ
り
特
効

薬
は
な
い
。
財
政
の
余
裕
が
な
い
中
で
地

域
の
特
殊
性
を
生
か
し
、
い
ろ
ん
な
取
り

組
み
を
す
る
こ
と
に
つ
き
る
。

　

森
本
工
業
団
地
は
、
大
き
な
資
産
で
あ

る
。
26
億
円
か
け
た
が
将
来
に
有
り
余
る

効
果
が
期
待
で
き
る
。
少
な
く
見
積
も
っ

て
も
新
規
雇
用
３
０
０
人
で
年
間
賃
金
が

10
億
円
、
数
年
で
20
数
億
円
が
入
る
。
孫

子
の
代
、
中
長
期
の
経
済
効
果
は
計
り
知

れ
な
い
。

住
民
本
位
の
ご
み
処
理
行
政
を

　
　

峰
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
住

民
は
、
使
用
期
限
が
き
た
ら
協
定
書
通
り

に
、
ご
み
処
理
施
設
は
な
く
な
る
と
信
じ

て
い
る
。

　

し
か
し
、
順
守
す
べ
き
協
定
書
を
無
視

し
て
、
使
用
期
間
延
長
の
押
し
つ
け
は
重

大
問
題
。
新
施
設
整
備
の
方
針
を
定
め
て

い
る
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
か
ら
も

逸
脱
し
て
い
る
。

　
　
　

集
落
と
の
確
約
書
と
協
定
書
は
、

使
用
期
間
を
明
記
し
新
施
設
は
設
置
し
な

い
と
し
て
い
る
が
、
期
間
延
長
に
つ
い
て

直
接
的
な
扱
い
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
な

い
。
協
定
書
の
重
み
を
踏
ま
え
て
誠
心
誠

意
、
期
間
延
長
の
お
願
い
を
し
て
い
る
。

市場開拓前進！

問市
長 

問市
長 

問市
長 

問市
長 

問市
長 

問市
長 

問市
長 

問市
長 

問市
長 

クリーンセンター使用期限は協定の最重要事項

問市
長 

問市
長 

◆市政を問う
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久
美
浜
町
で
は
、
19
名
の
方
が
日
高

ま
で
通
院
し
て
お
ら
れ
る
。
通
院
時
間
が

長
く
、
特
に
重
い
方
に
は
耐
え
が
た
い
負

担
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
人
た
ち
の
願
い

は
、「
久
美
浜
病
院
で
透
析
を
受
け
た
い
」

と
い
う
こ
と
。
18
年
来
の
心
か
ら
の
願
い

で
あ
る
が
。

　
　
　

ほ
ん
と
に
何
と
か
改
善
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。
久
美
浜
病
院
と
相
談
し
て

い
る
が
、
常
勤
の
医
師
を
は
じ
め
ス
タ
ッ

フ
の
態
勢
を
ど
う
整
え
て
い
く
の
か
で
い

つ
も
暗
礁
に
乗
り
上
げ
る
。
少
し
で
も
改

善
で
き
な
い
か
と
市
内
の
病
院
の
体
制
の

充
実
も
お
願
い
し
て
い
る
。
真
剣
に
受
け

止
め
な
が
ら
で
き
う
る
限
り
の
努
力
を
し

た
い
。

　
　

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
付
き
添
っ
て
も
ら

わ
な
け
れ
ば
通
院
で
き
な
い
人
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
方
へ
の
支
援
が
で
き
な
い
か
。

　
　
　

ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
か
、

で
き
る
限
り
の
こ
と
を
し
た
い
。

地
場
産
業
の
振
興
を

　
　

地
元
商
店
街
は
弱
肉
強
食
の
自
由
競

争
の
中
で
餌
食
に
さ
れ
て
い
る
。
市
は
、

も
っ
と
支
援
す
べ
き
。
市
が
１
億
円
を
出

し
て
商
工
会
が
商
品
券
を
発
行
し
た
こ
と

が
あ
る
が
、
地
元
の
商
店
街
に
は
な
か
な

か
回
ら
な
い
。
地
元
商
店
こ
そ
支
援
す
べ

き
だ
が
。

　
　
　

我
々
も
必
死
に
支
え
な
く
て
は
い

け
な
い
と
思
う
。
今
年
は
、
旧
商
店
街
・

商
業
団
体
が
、
そ
の
加
盟
店
限
定
の
共
通

商
品
券
の
発
行
を
予
定
さ
れ
て
い
る
。　

　
　

湊
で
は
、
昨
年
か
ら
ト
リ
ガ
イ
の
養

殖
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
地
域
を
支
え

る
特
産
品
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
是

非
成
功
さ
せ
る
た
め
の
支
援
を
。

　
　
　

京
都
府
や
漁
協
と
協
議
を
し
、
府

の
「
地
域
力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
交

付
金
」
を
活
用
し
て
い
く
準
備
を
進
め
て

い
る
。

　
　

職
員
、
教
員
の
残
業
、
健
康
問
題
に

つ
い
て
は
、
会
計
監
査
か
ら
も
度
々
指
摘

さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
一
向
に
改
善
さ
れ

て
い
な
い
。
残
業
手
当
も
２
億
円
近
く
支

出
さ
れ
て
い
る
。
現
状
改
善
の
た
め
の
分

析
、
機
構
改
革
、
事
業
の
見
直
し
に
つ
い

て
も
検
討
し
た
の
か
。

　
　

 　

管
理
職
の
研
修
等
で
検
討
し
、
早

期
退
庁
、
週
１
回
の
ノ
ー
残
業
日
の
取
り

組
み
も
し
て
き
た
が
、
今
年
は
逆
に
増
加

し
た
。
職
員
の
減
員
も
理
由
の
一
つ
で
あ

り
、
機
構
、
事
業
の
見
直
し
も
考
え
る
。

　
　

京
丹
後
市
は
民
間
、
他
市
等
と
比
較

し
て
、
管
理
職
が
約
３
割
と
異
常
に
多
い
。

民
間
企
業
は
８
人
に
１
人
、
他
市
で
も

15
％
ぐ
ら
い
で
あ
り
、
係
長
制
度
の
確
立

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　

課
長
補
佐
も
減
員
し
な
が
ら
や
っ

て
い
る
が
、
今
後
副
市
長
中
心
に
残
業
問

題
を
含
め
改
善
し
て
い
く
。

　
　

「
名
ば
か
り
管
理
職
」
と
な
ら
な
い
よ

う
改
善
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。
残
業

が
増
え
れ
ば
、
当
然
職
員
の
健
康
問
題
が

発
生
し
、
有
給
休
暇
も
取
り
た
く
て
も
取

れ
な
い
状
況
で
あ
る
と
職
員
は
言
っ
て
い

る
が
現
状
は
ど
う
か
。

　
　
　

職
員
の
検
診
の
結
果
は
要
精
検
が

46
・
4
％
、「
心
の
病
」
に
よ
る
休
職
が
10
人
、

有
給
の
取
得
率
は
19
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

教
員
の
異
常
な
し
は
９
％
、

経
過
観
察
39
％
、
治
療
中
２
・
３
％
、
要
精

検
31
％
、
計
72
％
と
な
っ
て
い
る
。
有
給

の
取
得
は
、
３
割
未
満
61
％
、
80
％
以
上

の
取
得
は
５
％
で
取
得
し
た
く
て
も
取
れ

な
い
の
が
現
状
で
す
。

本
覚
寺
さ
ん
と
の
話
し
合
い
は

　
　

土
地
５
筆
を
市
に
返
還
を
求
め
、
檀

家
の
ほ
ぼ
全
員
の
署
名
を
集
め
て
交
渉
し

て
き
た
。
裁
判
に
よ
る
解
決
を
考
え
て
い

る
が
、
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　

現
在
は
話
し
合
い
に
よ
る
解
決
を

望
ん
で
お
り
協
議
し
た
い
。

問市
長 

問

問市
長 

問市
長 

久美浜病院で人工透析を

問市
長 

問市
長 

問

市
長 

問市
長 

異常な残業問題は早期に解決を！！

◆市政を問う

市
長 

教
育
委
員
長 
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一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
借
金
が

８
３
３
億
円
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
財
政

の
状
況
と
健
全
化
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　

財
政
の
健
全
化
は
、
財
政
健
全
化

法
で
定
め
ら
れ
た
４
つ
の
指
標
上
着
実
に

健
全
化
し
て
い
る
。

　

一
般
会
計
の
借
金
は
、
合
併
時
４
６
８
億

円
か
ら
４
１
５
億
円
。
特
別
会
計
の
借
金

は
、
３
２
９
億
円
が
４
０
６
億
円
で
あ
る
。

単
純
に
合
計
し
て
評
価
す
る
の
は
適
切
で

は
な
い
。
特
別
会
計
は
、
独
立
し
た
会
計

で
あ
る
の
で
中
長
期
的
に
バ
ラ
ン
ス
を

持
っ
て
運
営
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

他
方
、
財
政
の
状
況
は
安
心
で
き
る
も

の
で
は
な
い
の
で
、
引
き
続
き
し
っ
か
り

と
ス
リ
ム
化
に
努
力
す
る
。

　
　経

営
革
新
度
調
査
結
果
は

　
　

第
１
回
経
営
革
新
度
調
査
に
つ
い
て

問
う
。

　
　
　

全
国
８
０
９
市
区
の
中
、
30
番
目
、

近
畿
で
は
、
２
番
目
に
位
置
付
け
て
い
た

だ
い
た
。

　
　

原
発
の
再
稼
働
は

　
　

原
発
に
つ
い
て
の
今
後
の
あ
り
方
、

再
稼
働
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　

原
発
は
、
中
長
期
的
に
撤
退
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
。
再
稼
働
に
つ
い
て
は
、

今
の
状
況
の
中
で
は
、
基
本
的
に
は
反
対

で
あ
る
。

　
　市

道
改
良
工
事
の
進
捗
は

　
　

市
道
下
ノ
割
堂
ゴ
ヤ
線
の
改
良
工
事

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　

地
元
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
十
分
な

説
明
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
進
め

方
に
つ
い
て
の
不
備
が
あ
り
、
繰
越
事
業

と
な
る
。
事
務
の
進
め
方
の
検
証
も
行
い
、

謝
罪
す
べ
き
点
は
謝
罪
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

震
災
記
念
館
は
昭
和
17
年
に
府
の
文

化
財
に
指
定
。
ま
た
日
本
建
築
学
会
の
「
近

代
日
本
の
名
建
築
」
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。

震
災
の
被
害
者
の
霊
を
弔
い
、
震
災
の
教

訓
と
記
憶
を
後
世
に
残
し
、
丹
後
大
震
災

の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
す
べ
き
大
切
な
文

化
財
が
今
は
雨
漏
り
が
ひ
ど
く
て
使
用
不

可
能
。
早
く
修
理
を
し
て
復
旧
す
べ
き
。

　
　
　
　
　
　

記
念
館
は
重
要
な
施
設
だ

が
想
像
以
上
に
老
朽
化
し
危
険
な
状
態
。

耐
震
補
強
も
多
額
の
費
用
を
要
し
困
難
。

府
の
指
定
文
化
財
だ
が
市
所
有
な
の
で
府

補
助
金
も
出
な
い
。
修
復
計
画
や
今
後
の

活
用
は
慎
重
に
検
討
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
障
害
は
、
小
学
高
学
年
か

ら
中
高
生
の
成
長
期
に
疲
労
な
ど
が
蓄
積

し
て
発
生
す
る
慢
性
的
な
け
が
。
こ
の
時

期
の
子
ど
も
に
は
、
成
長
に
合
わ
せ
た
適

切
な
ケ
ア
が
重
要
で
、
早
期
発
見
と
治
療

は
ス
ポ
ー
ツ
を
継
続
す
る
子
ど
も
達
に
は
、

将
来
の
大
切
な
問
題
。
市
内
で
は
、
昨
年

か
ら
民
間
組
織
で
少
年
野
球
を
対
象
に
障

害
予
防
事
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、
こ
の

事
業
は
多
額
の
事
業
費
が
必
要
。
政
策
的

に
行
政
が
行
う
べ
き
。

　
　
　
　
　
　

予
防
活
動
の
取
り
組
み
は

子
ど
も
の
健
全
な
成
長
に
重
要
。
全
て
の

ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
対
象
に
、
行
政
と
し
て

何
が
出
来
る
か
検
討
し
た
い
。

　
　

工
業
団
地
は
雇
用
機
会
が
低
迷
す
る

中
、
時
節
に
あ
っ
た
政
策
と
し
て
市
民
の

大
き
な
期
待
と
支
持
を
受
け
竣
工
し
た
。

し
か
し
１
年
半
年
経
っ
た
今
日
に
お
い
て

ま
だ
１
社
の
企
業
立
地
も
な
く
、
行
政
に

責
任
を
問
う
市
民
の
厳
し
い
批
判
の
声
が

聞
こ
え
る
。
１
日
で
も
早
い
造
成
効
果
が

求
め
ら
れ
る
が
。

　
　
　

団
地
は
市
の
将
来
の
経
済
発
展
の

た
め
の
産
業
基
盤
で
あ
り
後
世
に
残
る
大

き
な
財
産
。
立
地
に
よ
り
造
成
費
用
を
は

る
か
に
超
え
た
経
済
効
果
を
半
永
久
的
に

得
る
。
企
業
訪
問
等
を
活
発
に
行
い
職
員

一
丸
と
な
っ
て
頑
張
る
。

拡幅が望まれる市道下ノ割堂ゴヤ線

問市
長 

問市
長 

問市
長 

問市
長 

問教
育
委
員
長 

問

教
育
委
員
長 

問市
長 

老朽化が進む震災記念館

◆市政を問う
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私
は
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ

れ
て
い
る
本
市
の
海
浜
を
、
１
月
と
３
月

の
２
回
、
久
美
浜
町
蒲
井
か
ら
丹
後
町
袖

志
ま
で
視
察
し
た
。
冬
場
の
こ
と
で
も
あ

り
、
か
な
り
の
漂
着
ご
み
の
堆
積
や
散
乱

が
確
認
さ
れ
た
。
漂
着
ご
み
対
策
事
業
へ

の
取
り
組
み
は
。

　
　
　

市
と
府
の
管
理
海
岸
と
し
て
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
市
の
管
理
海
岸

は
国
の
補
助
を
受
け
て
、
府
の
管
理
海
岸

は
府
よ
り
委
託
を
受
け
て
市
が
実
施
し
て

い
る
。
年
間
総
事
業
費
は
、
８
０
３
６
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

海
浜
漂
着
物
対
策
は
、
回
収
処
理
だ

け
で
は
抜
本
的
解
決
に
な
ら
な
い
。

発
生
抑
制
す
る
こ
と
も
重
要
。
本
市
が
積

極
的
に
音
頭
を
と
り
、
日
本
海
沿
岸
全
域

自
治
体
と
も
協
力
連
携
し
て
国
の
外
交
を

通
じ
て
、
沿
岸
諸
国
、
特
に
韓
国
、
中
国
、

ロ
シ
ア
等
に
対
し
海
岸
ご
み
を
出
さ
な
い

対
策
を
講
じ
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
な
ど
、

本
気
で
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
　

問
題
意
識
を
持
っ
て
し
っ
か
り
と

対
応
し
て
い
き
た
い
。

幸
福
政
策
の
追
求
を
す
べ
し

　
　

行
政
は
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
市
民
と

対
話
し
、
声
を
聞
き
取
り
、
市
民
生
活
の

実
態
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
よ
り
市
民
と

の
意
識
の
共
有
が
図
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、

市
民
の
市
づ
く
り
へ
の
参
加
意
識
を
高
め

る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
行
政
は
市
民
が
、

も
っ
と
幸
福
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
「
住

ん
で
よ
し
」
の
市
づ
く
り
に
視
点
を
置
き
、

幸
福
政
策
を
追
求
す
る
べ
き
で
は
。

　
　
　

様
々
な
豊
か
さ
、
幸
福
と
い
う
も

の
を
物
質
的
な
面
に
限
ら
ず
、
精
神
的
、

文
化
的
、
健
康
的
な
面
や
人
と
人
の
絆
の

関
係
か
ら
生
ま
れ
る
幸
福
、
喜
び
も
あ
る
。

総
合
的
に
勘
案
し
な
が
ら
具
体
的
に
市
づ

く
り
の
中
に
、
正
面
に
据
え
て
政
策
を
し

て
く
こ
と
が
大
切
。

　
　

エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
を
最
後

の
質
問
に
選
ん
だ
の
は
、
市
長
の
政
治
姿

勢
を
よ
く
表
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
Ｎ

Ｅ
Ｄ
Ｏ
か
ら
施
設
の
無
償
譲
渡
を
受
け
、

エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る

ま
で
は
、
市
長
の
意
気
込
み
に
は
執
念
的

な
も
の
を
感
じ
た
。
し
か
し
、
目
的
を
達

成
す
る
と
、
そ
の
後
の
意
気
込
み
が
続
か

な
い
よ
う
に
思
え
る
。

　

提
案
時
の
１
億
６
７
０
０
万
円
の
経
済

効
果
、
２
億
５
１
０
０
円
の
事
業
効
果
、

及
び
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
目
標
値

を
Ｈ
24
年
度
末
ま
で
に
達
成
を
目
指
す
と

あ
る
が
、そ
れ
ら
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
　
　

現
状
で
経
済
効
果
は
、
賃
金
、
液

肥
散
布
の
手
間
賃
で
約
３
５
０
０
万
円
、

事
業
効
果
は
散
布
車
、
運
搬
車
食
用
カ
ン

ナ
研
究
施
設
な
ど
で
、
約
４
３
０
０
万
円
、

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
目
標
値
に
つ

い
て
は
、
家
庭
生
ご
み
の
資
源
化
が
14
㌧

で
達
成
で
き
て
い
な
い
。

　
　

達
成
率
が
低
い
原
因
は
何
故
か
。

　
　
　

ア
ミ
タ
が
実
施
す
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
事
業
展
開
の
見
込
み
が
た
っ
て
い

な
い
。

　
　

液
肥
全
量
（
１
万
㌧
）
の
変
更
に
つ

い
て
地
元
に
説
明
が
な
い
が
。

　
　
　

変
更
に
つ
い
て
精
査
し
て
い
る
途

中
で
あ
り
、
後
日
説
明
に
行
く
。

排
雪
を
し
や
す
く

　
　

河
川
敷
で
な
く
、
河
川
へ
直
接
雪
を

捨
て
る
よ
う
に
出
来
な
い
か
。

　
　
　

府
に
、
早
期
の
段
階
で
排
雪
場
所

の
確
保
を
要
望
し
て
い
る
。

　

今
年
の
経
験
を
活
か
し
て
し
っ
か
り
と

対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　

除
雪
委
託
業
者
の
確
保
は
。

　
　
　

運
転
手
の
確
保
が
難
し
い
、
い
ろ

い
ろ
な
業
種
の
方
に
お
願
い
を
し
て
確
保

し
て
い
き
た
い
。

問市
長 

問市
長 

海浜漂流・漂着ごみの抜本的な対策が望まれる

問市
長 

問市
長 

問市
長 

問市
長 

問市
長 

問市
長 

液肥の利用目標達成なるか

◆市政を問う



◆
久
美
浜
町
河
梨
区
の
大
カ
ン
谷

　

開
発
に
関
す
る
陳
情
書

〔
陳
情
事
項
〕

・「
道
の
駅
」
に
類
似
し
た
み
や
げ
物
店
及

　

び
地
元
野
菜
販
売
店
の
建
設

・
ミ
ニ
ボ
ー
ト
ピ
ア
の
建
設

〔
陳
情
者
〕

大
カ
ン
谷
開
発
委
員
長　

田
中　

信

河
梨
区
長　
　
　
　

北
垣　

耕
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

【
採
択
】

陳
情
の
採
決
に
際
し
、
少

※
１

数
意
見
が
留
保
さ
れ
ま

し
た
。

少
数
意
見
の
内
容

・
学
校
教
育
に
お
け
る
問
題
、
観
光
等

　

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

・
博
打
産
業
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
市
民

　

生
活
へ
の
影
響
が
計
り
知
れ
な
い
。

・
治
安
の
低
下
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
京
丹
後
市
に
は

　

ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の
で
あ
り
反
対

　

す
る
。

　
　

ま
た
、
陳
情
に
あ
る
雇
用
確
保
の

　

面
に
つ
い
て
は
、
市
が
困
難
な
地
域

　

を
支
援
す
る
施
策
を
す
る
べ
き
で
あ

　

る
。

◆
ボ
ー
ト
ピ
ア
建
設
に
反
対
す
る 

　

陳
情
書

〔
陳
情
事
項
〕

・
京
丹
後
市
内
に
「
ボ
ー
ト
場
外
チ
ケ
ッ
ト

　

発
売
施
設
」（
ボ
ー
ト
ピ
ア
）
を
建
設
し

　

な
い
よ
う
に　
　

 　

  

〔
陳
情
者
〕
井
谷　

實
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

【
み

※
２

な
し
不
採
択
】

◆
介
護
保
険
料
の
負
担
軽
減
と
介

　

護
保
険
制
度
の
充
実
を
求
め
る

　

陳
情

〔
陳
情
者
〕

丹
後
社
会
保
障
推
進
協
議
会 

　
　
　
　
　
　

議
長　

安
田　

美
晴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

【
不
採
択
】

◆
消
費
税
10
％
へ
の
ア
ッ
プ
と
社

　

会
保
障
の
切
捨
て
中
止
を
求
め

　

る
陳
情

〔
陳
情
者
〕

丹
後
民
主
商
工
会　

　
　

代
表
者　

源　

進
一　

他
20
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

【
不
採
択
】

※
１
少
数
意
見
の
留
保
：
多
数
決
に
お
い
て
少
数

　

で
あ
っ
た
意
見
を
保
持
す
る
こ
と
。

※
２
み
な
し
不
採
択
：
内
容
が
反
対
の
議
案
・
請
願
等

　

が
採
択
さ
れ
て
い
る
場
合
に
不
採
択
と
み
な
す
も
の
。

◆陳　　情
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陳　

情
（
４
件
）



 

主
な
内
容

・
９
月
か
ら
11
月
の
議
会
活
動

・
12
月
定
例
議
会
の
審
議
内
容

懇
談
テ
ー
マ

 

「
議
会
と
議
員
に
望
む
こ
と
」

　

懇
談
会
に
お
け
る
参
加

者
の
意
見
な
ど
で
、
市
に

対
す
る
も
の
は
市
に
伝
え
、

そ
の
回
答
を
こ
こ
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

詳
し
く
は
、
各
市
民
局
に

閲
覧
資
料
と
し
て
備
え
付

け
る
と
と
も
に
、
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
市
民
と
議

会
の
懇
談
会
」
で
公
開
し

て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　　
　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

加
入
率
を
上
げ
る
べ
き
で

あ
る
。
テ
レ
ビ
の
内
容
も

充
実
し
て
ほ
し
い
し
、
議

会
の
一
般
質
問
な
ど
も
録

画
放
送
し
て
ほ
し
い
。

　
　

現
在
の
加
入
率
は
約

50
％
で
す
が
、
自
主
放
送

番
組
の
充
実
に
よ
っ
て
、

加
入
者
の
増
加
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
平
成
24
年
度

で
は
、
市
が
制
作
委
託
す

る
自
主
放
送
番
組
数
の
増

加
、
字
幕
放
送
の
導
入
に

よ
る
災
害
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
緊
急
・
臨
時
で
の
情
報

提
供
の
ほ
か
、
市
議
会
の

録
画
放
送
も
行
っ
て
い
く

予
定
で
す
。

　
　

定
住
促
進
の
強
化
が

必
要
で
あ
る
し
、
ま
た
、

空
き
家
対
策
の
施
策
が
必

要
。
別
荘
と
し
て
買
わ
れ

た
家
が
放
置
状
態
で
あ
る
。

持
ち
主
の
連
絡
先
も
分
か

ら
な
い
し
、
行
政
と
し
て

何
か
手
立
て
は
な
い
の
か
。

　
　

市
で
は
、
雇
用
の
場

の
確
保
、
定
住
の
基
軸
と

な
る
生
活
環
境
整
備
事
業

な
ど
、
引
き
続
き
積
極
的

に
取
り
組
み
、
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
空

き
家
に
つ
い
て
は
、
定
住

対
策
と
し
て
活
用
で
き
る

も
の
に
つ
い
て
、
調
査
を

行
う
な
ど
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

森
本
工
業
団
地
の
経

緯
と
現
状
を
教
え
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
工
業
団
地
造

成
に
つ
い
て
、
住
民
の
意

見
を
聞
く
と
か
、
住
民
投

票
は
で
き
な
か
っ
た
か
。 

　

工
業
団
地
の
区
画
を
セ

ミ
オ
ー
ダ
ー
方
式
で
購
入

す
る
企
業
と
仮
契
約
を
結

ん
で
い
な
か
っ
た
の
は
問

題
で
あ
る
。

　
　

平
成
18
年
、
市
内
企

業
約
70
社
を
訪
問
し
、
今

後
の
方
向
性
等
に
つ
い
て

お
聞
き
す
る
中
、
森
本
地

区
に
新
た
な
工
業
団
地
の

造
成
を
決
定
し
ま
し
た
。

同
年
11
月
か
ら
事
業
着
手

し
、
平
成
22
年
11
月
に
竣

工
、
現
在
、
企
業
へ
の
訪

問
等
、
誘
致
活
動
を
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

工
業
団
地
の
造
成
に
あ

た
っ
て
は
、
効
果
的
な
整

備
を
行
う
た
め
「
セ
ミ
オ
ー

ダ
ー
方
式
」
と
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
造
成
工
事
に

関
わ
っ
て
、
立
地
希
望
企

業
と
の
間
で
何
ら
か
の
契

約
行
為
が
発
生
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

宇
川
か
ら
弥
栄
病
院

に
行
く
と
な
る
と
間
人
で

乗
り
換
え
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
て
４
０
０
円
と
な

り
、
往
復
で
８
０
０
円
か

か
る
。
鞍
内
な
ど
バ
ス
の

通
っ
て
い
な
い
集
落
も
多

く
、
丹
海
バ
ス
停
の
と
こ

ろ
ま
で
小
型
バ
ス
を
走
ら

せ
て
も
ら
い
た
い
。

　
　

路
線
バ
ス
の
乗
り
継

ぎ
は
、
引
き
続
き
丹
海
バ

ス
に
要
望
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
宇
川
地
域
に
お
け

る
小
型
バ
ス
を
含
め
た
市

営
バ
ス
の
運
行
は
、
他
市

の
事
例
も
研
究
す
る
な
ど

他
の
様
々
な
手
法
や
地
域

の
実
情
に
即
し
た
最
適
な

運
行
方
法
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
検
討
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

自
衛
隊
へ
の
地
元
の

協
力
実
態
を
考
え
る
と
、

基
地
交
付
金
を
地
元
へ
還

元
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
　

基
地
交
付
金
は
、
自

衛
隊
等
の
施
設
が
あ
る
市

町
村
に
対
し
て
、
固
定
資

産
税
の
代
替
的
性
格
を
基

本
と
し
た
、
使
途
の
制
限

の
な
い
一
般
財
源
と
し
て

交
付
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

一
般
的
な
迷
惑
施
設
に
対

す
る
交
付
金
と
は
異
な
る

た
め
、
地
元
へ
の
還
元
は

困
難
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答

丹後町の懇談会場

問答

問答

問答

問答

久美浜町の懇談会場

◆市民と議会の懇談会

2012.519
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な
ん
と
感
性
に
啓ひ
ら

か
れ

た
刻
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
呼
吸
す
る
木
に
包
ま

れ
ま
す
と
楽
器
は
ひ
と
り

で
に
対
話
を
始
め
る
の
で

す
ね
。
時
間
が
重
な
る
に

つ
れ
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
楽
器

は
「
も
っ
と
奏
で
て
い
た

い
」
衝
動
に
あ
っ
た
よ
う

で
す
。

　

ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、
倍ば
い
お
ん音

の
限
り
が
そ
う
語
り
か
け

て
き
ま
し
た
。

 

　

赤
と
ん
ぼ
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
の
松
野
迅
さ
ん
よ
り

届
い
た
お
手
紙
の
一
部
で

す
。
平
成
10
年
度
久
美
浜

小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の

有
志
で
組
織
し
ま
し
た
赤

と
ん
ぼ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会
。
お
蔭
様
で
８
回

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
現
役
の
年

に
、
子
ど
も
た
ち
に
気
楽

に
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
。

　

ま
た
、
生
の
音
楽
に
触

れ
て
ほ
し
い
と
の
思
い
で

体
育
館
に
シ
ー
ト
を
敷
き

各
自
持
参
の
座
布
団
で
楽

し
む
「
な
か
よ
し
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
開
催
し
、
皆
さ
ん

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

役
員
が
終
わ
り
、
数
年

後
、
メ
ン
バ
ー
と
大
宮
町

の
「
あ
じ
さ
い
コ
ン
サ
ー

ト
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

自
分
の
住
む
場
所
で
も
、

皆
で
何
か
を
や
り
楽
し
む

生
き
方
を
共
有
し
た
い
と

の
思
い
で
始
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　

来
場
者
の
方
は
満
足
し

て
聴
き
入
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
に
感
動
し
た
私
達

は
、「
な
か
よ
し
コ
ン
サ
ー

ト
」、「
あ
じ
さ
い
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
原
点
と
し
て
毎
年

行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
今
思
う
と
子

ど
も
た
ち
の
た
め
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
た
め
と
言
い

な
が
ら
も
、
一
つ
の
事
を

皆
で
協
力
し
て
や
り
遂
げ

る
喜
び
を
味
わ
え
て
、
一

番
ス
タ
ッ
フ
が
楽
し
ま
せ

て
い
た
だ
い
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、
生
ま
れ
育
っ

た
こ
の
町
が
大
好
き
で
す
。

　

田
舎
は
芸
術
、
文
化
の

面
で
都
会
と
比
べ
情
報
、

機
会
に
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
大
き
な

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
が
な

い
か
わ
り
に
、
白
砂
青
松
、

素
敵
な
自
然
、
荘
厳
な
お

寺

の

本

堂
、

境

内

な

ど
、

文
化
財
が
た

く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
こ
れ

ら
と
素
敵
な

音
楽
と
の
融

合
で
、
生
の

音
楽
を
眼
と

心
で
聴
き
感
じ
て
も
ら
え

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
皆
さ
ま
の
お
陰

で
継
続
で
き
た
こ
と
、
本

当
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
そ
れ

を
望
む
意
見
を
た
く
さ
ん

頂
戴
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

の
課
題
と
し
て
、
そ
の
た
め

に
は
若
い
人
た
ち
へ
熱
い

思
い
を
伝
承
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。
私
た
ち
の
想
い

を
受
け
止
め
て
継
続
し
て

い
っ
て
下
さ
る
若
い
人
た

ち
が
増
え
る
こ
と
を
祈
念

し
て
お
り
ま
す
。
い
い
音
楽

を
聴
き
、
い
い
芸
術
に
触

れ
、
感
性
豊
か
な
心
の
持

ち
主
が
い
い
町
を
つ
く
っ

て
い
く
の
で
し
ょ
う
。
こ

の
町
に
若
者
が
定
住
し
て

活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

し
て
く
れ
る
た
め
に
は
、

雇
用
の
問
題
に
加
え
て
、

若
者
が
わ
く
わ
く
ど
き
ど

き
す
る
よ
う
な
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
の
恒
例
化
も
必
要

不
可
欠
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
赤
と
ん
ぼ
が
そ
の

一
助
と
な
れ
る
こ
と
を
夢

み
つ
つ
、
皆
さ
ま
に
感
謝

し
て
筆
を
置
き
ま
す
。

　

京
丹
後
市
が
発
足
し
て
か
ら

８
年
。
市
の
経
済
、
市
民
の
く

ら
し
は
大
変
き
び
し
い
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
間
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
声
を
市
政
に
反

映
す
べ
く
、「
市
民
と
議
会
の

懇
談
会
」
を
開
催
す
る
な
ど
「
議

会
改
革
」
に
も
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
道
半

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
政
の
発
展
と
真
の
「
議
会

改
革
」
は
市
民
の
み
な
さ
ん
が

「
住
民
こ
そ
主
人
公
」
の
立
場

で
市
政
に
積
極
的
に
参
加
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

新
た
な
市
長
、
議
会
の
も
と

で
の
京
丹
後
市
の
発
展
を
心
か

ら
願
っ
て
、
今
期
最
後
の
あ
と

が
き
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

◆市民の声 / あとがき

赤
と
ん
ぼ
コ
ン
サ
ー
ト

久
美
浜
町
甲
山

　

平
林　

伊
都
子

◎
広
報
編
集
委
員
会
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中
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邦
生

　
　
　
　

  

中
西　
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森　
　
　

勝

　
　
　
　

  

吉
岡　

豊
和

”

“

安養寺での赤とんぼコンサート

久美浜公園での赤とんぼコンサート


